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論文内容の要 t::. 
目

ニュートリノ (νμ) と電子( e )との散古L 勺 +e → νμ+e

を調べることにより， ~~し 1相互作用と電磁相互作用の統一理論を検証した。この反応の断面積を測るこ

とにより，統一理論の唯一のパラメータであるワインパーグ角を決定することができた。

乙の反応はレプトン(軽粒子)のみが関与しているため，粒子の構造や強い相互作用からくる実験結

果の解析における複雑さがない。そのためにワインバーグ角を測定する最も重要な実験となっている。

しかし，反応断面積が非常に小さいため，我々の実験以前は，データの量が小さかった口

実験は米国のフVレックへブン国立研究所で行なわれた。多くの反応を得るために，重量の大きい(170t) 

測定器を建造したD 測定器は液体シンチレータとプロポーショナ jレ・ドリフ卜・チューブ (PDT) から

成っている。シンチレータそのものが標的となっている。しかも， PDTとともに細分化されているため，

非常に良いエネルギ一分解能と位置分解能を得られた。その結果，非常にきれいな反応を選びだすこと

ができた。

約 100 万のニュートリノ反応のなかから， 51の均十 e → νμ+e 反応を選びだして反応断面積を求め

た。結果は

σ(νμe) 二[ 1. 57 士 0.28 (統計)士 0.28 (系統) J x Eμx 10-42 cIfl 

であり，それよりワインパークザ角はSin 2θw 二 0.23 士 8:8~ (統計)と決定された。
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論文の審査結果の要旨

ミューニュー卜リノと電子の散乱はレプトン同志の相互作用であり，構造関数のような未知の要因を

考慮することなしに統一理論の純粋なテストができる反応として実験価値が高い。しかし反応断面積が

小さいため C_1Q-42cnD これ迄は精度の悪いデータしか得られていない。反応数を増すためには標的質

量を大きくする必要があり，これ迄は鉄や大理石を用いた。このため反応体と検出体が分離されノイック

グランド除去が不十分であった。

そ乙で標的として液体シンチレーターを用い検出器と一体化し，比例計数管と組合せてモジュール化

する乙とにより，大型 C 4 m x 4 m x 20m，総重量200トン且つバックグランド除去能力の高い検出器を製

作し，米国ブ jレックヘブン研究所のニュートリノビームを使用して実験を行なった。総計 125万例に

及ぶ種々のニュー卜リノ現象よりパックグランドを除去して51例の良好な反応が得られた。この解

析の過程で種々のパックグランドが新しい測定器の性能によりきちんと同定され除かれる様子が示され

ている。特にパターン認識のみでは除けない深刻なパックグランドの中で，逆ベータ反応は全エネルギ

ー及びヴァーテクスカッ卜により，又中性カレントによる π0中間子生成に伴なう r 線の汚染については

電子一フォトン識別という強力な新手段lとより除くことが可能であった乙とは，この種の実験の今後の

あり方に指針を与えたものとして注目される口

以上の結果にもとずいてニュートリノ電子散乱の断面積を決め更に電弱統一理論の基本パラメターで

あるワインパーグ混合角の値を決定した。この値が他のハドロンを含む反応，ニュー卜リノを含まない

反応で得られた値と一致することを示し，純レプトン反応においても統一理論が有効であることを確認

した。又他の反応とは違って遷移運動量の圧倒的に小さい所で求めた値であり，大統一理論に対する知

見を得る上でも貴重なデータとなっている。

以上のように辰巳君の論文は電弱統一理論を検証し発展させるための貴重なデータを提供したもので

あり理学博士の学位論文として十分価値あるものと認、める。
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